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論文内容要旨
目的
 代表的な門脈分岐変異(左門脈と右前区域門脈の共通幹を作るパターン,以下L+Aパターン)
 の有無時の胆管形態を検討する。
方法
 Multi-de七ectorrowcompu七edtomographycholangiographyが施行された478人の中で,
 L+Aパターンであった44人をL+A群とした。L+Aパターンを持たない連続的した158人を
 コントロール群とし,L+A群と胆管形態を比較した。2群間の有意差の有無について統計解析
 を行った。
結果
 古典的合流パターン(右後区域枝が北回りで前区域に合流するもの)は,L+A群ではコント
 ロール群と比較し有意に少なかった(3L8%vs.73.4%)(p<0.05)。また,L+A群ではコント
 ロール群と比較し,以下の変異が有意に多かった〔p<0.05):右後区域枝が北回りで左肝管に合
 流するもの(34.1%vs.12.0%),右後区域枝が南回りで前区域に合流するもの(13.6%vs.4.4
 %),左外側区域胆管が門脈臍部の尾側を通るもの(13.6%vs.3.2%)。また,右肝管を形成す
 るものは,L+A群で有意に少なかった(54.5%vs.20.9%)(p<0.05)。さらに,門脈背側を通
 る胆管がL+A群で4例認められた。
結
 し+Aパターンの門脈を有する患者では,
 ていた。
論
 コントロール群と比較し,胆管形態が有意に異なつ
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 審査結果の要旨
 本研究は,門脈変異と胆管変異との関連性を示したものである。肝右葉・左葉の両葉における
 検討であり,また,合流の変異・走行の変異の両方について検討がなされ,非常に詳しく胆管形
 態の検討がなされている。
 胆管の典型的合流パターン(後区域枝が北回りで前区域枝に合流するもの)は,門脈形態が左
 門脈と右区域枝が共通幹をなすL+A群ではコントロール群と比較し有意に少なく(3L8%vs.
 73.4%),一方,様々な変異がL+A群で有意に多いことが詳述されている。また,これらの変
 異をグループ分けすると,右肝管を形成するものはし+A群で有意に少なく(45、5%vs.79.1%),
 後区域枝が南回りする頻度は有意に高い(22.7%vs.7.6%)。
 様々な胆管形態変異に関する本研究の結果は,臨床的に重要な意義があることが議論されてい
 る。すなわち生体肝移植などの肝胆膵手術に際して,門脈変異が認識された場合には胆管形態を
 評価するために画像診断を追加するかどうか,術式を変更するかどうかを判断するための貴重な
 データとなる。画像診断時に際しては,門脈変異が臨床的に問題となる胆管変異を伴いやすいこ
 とに注意して読影する必要であることが示された。
 胆管形態およびその臨床的意義については,過去にまとまった記載はなく,胆管変異について
 の総論的な内容としても評価できる。
 よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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